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１１１１ 塩尻市人口ビジョンの位置づけ塩尻市人口ビジョンの位置づけ塩尻市人口ビジョンの位置づけ塩尻市人口ビジョンの位置づけ

塩尻市人口ビジョンは、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」の趣旨を尊

重し、本市における人口の現状分析を行い、人口に関する市民の認識を共有し、今後

目指すべき将来の方向と人口の将来展望を示すものです。

よって、この人口ビジョンは、第五次総合計画長期戦略の成果を測る最上位の指

標、平成35年の総人口65,000人を導出した考え方を踏襲するとともに、まち・ひと・

しごと創生の実現に向けて効果的な施策を企画立案する上で重要な基礎となることを

認識し、策定しました。

なお今後、国等から、地域間の人口移動や産業関係の詳細な人口関係データの提供

があるため、現在実施中のものと併せ分析を行い、考察の厚みを持たせていきます。

２２２２ 塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョンのののの対象期間対象期間対象期間対象期間

第五次総合計画は、本市が「30年後も選ばれる地域であり続けるために」を念頭に

した、平成35年までの中長期ビジョンであり、目指す都市像「確かな暮らし 未来に

つなぐ田園都市」は次の世代の本市を見据えながら、計画終期までに実現を目指すも

のです。

よって、塩尻市人口ビジョンの対象期間は、25年後の平成52年（2040年）とし、第

五次総合計画との整合を図るとともに、国立社会保障・人口問題研究所の人口推計を

基礎数値として用いていきます。

３３３３ 国の長期国の長期国の長期国の長期ビジョンビジョンビジョンビジョン

（（（（1111）長期ビジョンの趣旨）長期ビジョンの趣旨）長期ビジョンの趣旨）長期ビジョンの趣旨

50年後に１億人程度の人口を維持することを目指し、日本の人口動向を分析し、

将来展望を示す。

（（（（2222）人口の現状と将来展望）人口の現状と将来展望）人口の現状と将来展望）人口の現状と将来展望

ア 日本の人口減少をどう考えるか。

・日本は、2008年をピークとして人口減少時代へ突入し、今後一貫して人口が減少

し続けると推計されている。

・地域によって状況が異なり、地方では本格的な人口減少に直面している市町村が

多い。

イ 人口減少が経済社会に与える影響をどう考えるか。

・人口の減少により、経済規模の縮小や国民生活の水準が低下する恐れがある。

ウ 「東京一極集中」の問題をどう考えるか。

・地方から東京圏への人口流入は続いており、特に若い世代が東京圏に流入する。

エ 人口減少に歯止めをかけることの意味をどう考えるか。

・出生率の改善が早期であるほど、その効果は大きい。
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（（（（3333）目指すべき将来方向と今後の基本戦略）目指すべき将来方向と今後の基本戦略）目指すべき将来方向と今後の基本戦略）目指すべき将来方向と今後の基本戦略

ア 目指すべき「将来方向」をどう考えるか。

・将来にわたって活力ある日本社会を維持することが基本方向。

・国民の、地方移住や結婚・出産・子育てといった希望を実現する。

イ 取組むべき「政策目標」をどう考えるか。

・人口減少克服・地方創生に正面から取り組むとともに、地域の特性に即した対応

や制度全般の見直しを進めていく必要がある。

・以下の中長期的な政策目標を提示する。

①若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現

②東京圏への人口の過度の集中の是正

③地域の特性に即した地域課題の解決

ウ 今後、この問題にどのような姿勢で臨むべきか。

・国民的論議を喚起し、人口減少は国家の根本に関わる問題であるとの基本認識を

共有し、中長期的な目標を掲げ継続的に取り組む。

・地域住民の参加も得る形で、地方の発意と自主的な取組を基本とし、国がそれを

様々な面で支援していく。
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４４４４ 塩尻市塩尻市塩尻市塩尻市のののの人口人口人口人口の現状分析の現状分析の現状分析の現状分析

（（（（1111）年齢別人口）年齢別人口）年齢別人口）年齢別人口

人口ピラミッド（Ｈ26.4.1）

男男男男

毎月人口異動調査
年齢３区分別人口構成の推移

国勢調査・毎月人口異動調査

本市の人口ピラミッドは、二つの

大きな膨らみがある｢ひょうたん形｣

で、わが国の人口ピラミッドの形に

よく似ています。

細かく見ると、第二次ベビーブー

ム世代の層の厚みが大きく、生産年

齢人口割合の高さにつながっていま

す。

また、20歳代前半の人口が極端に

少なく、進学等で流出していること

が分かりますが、20歳代後半から急

激に回復しています。

本市が極端な少子化には至っていない理由であり、このことから、子育て世代や若者

に選ばれる要素を抽出し磨きあげることが、選ばれる地域の創造につながっていきま

す。
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S60 H2 H7 H12 H17 H22 H26※吉田地区、高出地区は、発足以前についても広丘地区から分けて掲載しております。また、平成12年以前の楢川地区の人口は、旧楢川村の数値を掲載していますので、各地区合計と塩尻市の総人口は一致しません。
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（人）
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（人、世帯）※昭和40年から平成22年までは、国勢調査（各年10月1日）の数値。平成26年は毎月人口異動調査の数値です。
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総人口・世帯数の推移

総人口は平成17年をピークに、緩やかな減少に転じています。世帯数は増加傾向にあ

ります。地区別では、高出、広丘、吉田が増加傾向にあり、他の地区は横ばいか減少傾

向にあります。

国勢調査・毎月人口異動調査
地区別総人口の推移

国勢調査・毎月人口異動調査

（（（（2222）人口の）人口の）人口の）人口の推移推移推移推移



まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略 塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョン
Population VisionPopulation VisionPopulation VisionPopulation Vision

5

地区別の人口増加率と高齢化率のマトリックスからの仮説（地域形態の移り変わり）

国勢調査



H7 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24塩尻市 1.72 1.36 1.4 1.43 1.42 1.38 1.46 1.56 1.47 1.56 1.42 1.42 1.41 1.48長野県 1.64 1.59 1.5 1.47 1.44 1.42 1.46 1.44 1.47 1.45 1.43 1.53 1.5 1.51国 1.42 1.36 1.33 1.32 1.29 1.29 1.26 1.32 1.34 1.37 1.37 1.39 1.39 1.41
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1.9 塩尻市長野県国合計特殊出生率・・・合計特殊出生率・・・合計特殊出生率・・・合計特殊出生率・・・一人の女性が、一生の間に生むであろう子どもの数を一人の女性が、一生の間に生むであろう子どもの数を一人の女性が、一生の間に生むであろう子どもの数を一人の女性が、一生の間に生むであろう子どもの数を表し、表し、表し、表し、15歳～歳～歳～歳～49歳の女性の年齢ごとの出生率を合計歳の女性の年齢ごとの出生率を合計歳の女性の年齢ごとの出生率を合計歳の女性の年齢ごとの出生率を合計した数字です。した数字です。した数字です。した数字です。
2.07が人口維持の目安です。が人口維持の目安です。が人口維持の目安です。が人口維持の目安です。

出生者

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25出生者数 585 632 638 645 629 665 702 640 659 669 692 636 676 675 669 647 648 676 635 638 570 581 561 569 622死亡者数 383 385 425 411 446 457 415 420 501 438 434 473 444 464 493 487 542 532 611 559 546 602 635 648 701
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自然動態の推移

本市では、国とほぼ同じく平成22年から自然減少に転じています。減少していた出生

数は、23年から微増傾向にあり、合計特殊出生率も同様です。しかしながら、今後も死

亡者が増加するため、自然増は困難な状況です。

毎月人口異動調査
合計特殊出生率の推移

健康づくり課

（（（（3333）人口動態）人口動態）人口動態）人口動態
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H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25転入 3,276 3,053 2,978 3,333 3,452 3,989 4,007 4,049 4,382 4,248 4,222 4,036 3,899 3,573 3,515 3,259 3,166 2,969 2,860 2,737 2,873 2,666転出 2,707 2,699 2,804 3,235 3,222 3,300 3,506 3,642 3,812 4,012 4,119 3,844 3,987 3,893 3,847 3,647 3,191 3,168 2,818 2,786 2,736 2,773

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500 転入転出社会増（人）
社会減
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社会動態の推移

平成15年から社会減に転じていますが、ここ数年は、人口移動が落ち着き、増減が拮

抗しています。自治体間では、松本市・安曇野市への転出超過、諏訪地域・木曽郡・辰

野町から転入超過となっており、同様の傾向が続いています。首都圏への転出超過の傾

向も継続しています。

毎月人口異動調査
近隣市町村への人口移動（Ｈ25） 県外への人口移動（Ｈ25）

毎月人口異動調査



13,742

16,693

18,164

20,515
20,877

12,817

13,352 13,435
12,815

11,533

4,512 4,383
3,804 3,774

2,973

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22

（人） 第３次産業従事者
第２次産業従事者
第１次産業従事者
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産業別就業者の推移

第３次産業の就業者が増加傾向にあります。就業者の構成比を見ると、第２次産業の

就業者割合が国や県よりも多く、市内総生産の寄与度も第二次産業がほとんどで、基幹

産業の製造業の動向が、人口動態にも影響を与えています。

国勢調査
産業別就業者構成比 産業別市内総生産寄与度と経済成長率の推移

Ｈ22国勢調査 Ｈ21市民所得推計

（（（（4444）産業別就業者）産業別就業者）産業別就業者）産業別就業者

4.2 9.8 8.3 
25.2 29.5 32.2 

70.6 60.7 58.4 
0% 20% 40% 60% 80% 100%国県

塩尻市 第1次産業 第２次産業 第３次産業

△ 30.0△ 25.0△ 20.0△ 15.0△ 10.0△ 5.00.05.010.015.020.0
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

％
帰属利子第三次産業第二次産業第一次産業経済成長率



0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

Ａ農業，林業 Ｂ漁業 Ｃ鉱業，採石業，砂利採取業
Ｄ建設業 Ｅ製造業 Ｆ電気・ガス・熱供給・水道業

Ｇ情報通信業 Ｈ運輸業，郵便業 Ｉ卸売業，小売業 Ｊ金融業，保険業 Ｋ不動産業，物品賃貸業
Ｌ学術研究，専門・技術サービス業

Ｍ宿泊業，飲食サービス業
Ｎ生活関連サービス業，娯楽業

Ｏ教育，学習支援業
Ｐ医療，福祉 Ｑ複合サービス事業

Ｒサービス業（他に分類されないもの）
Ｓ公務（他に分類されるものを除く）

Ｔ分類不能の産業

男性従業者数
女性従業者数 特化係数（男）特化係数（女）

（人）
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男女別産業大分類別人口

男女別産業大分類別人口を見ると、製造業従業者が圧倒的に多く、特化係数は男女と

も約1.6となっています。卸・小売業、運輸・郵便業の特化係数も1.0を超え、交通の要

衝地として物流の拠点となっていることが分かります。また、農業・林業の特化係数が

最も高くなっています。

平成22年国勢調査

Ｘ産業の特化係数＝本市のＸ産業の就業者比率／全国のＸ産業の就業者比率



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%Ａ農業，林業Ｄ建設業Ｅ製造業Ｈ運輸業，郵便業Ｉ卸売業，小売業Ｍ宿泊業，飲食サービス業Ｎ生活関連サービス業，娯楽業Ｏ教育，学習支援業Ｐ医療，福祉Ｒサービス業（他に分類されないもの）Ｓ公務（他に分類されるものを除く）
15～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上
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年齢階級別産業人口

主な産業別に、就業者の年齢階級を見ると、特化係数が最も高い、農業、林業では、

60歳以上が約3/4を占め、極端に高齢化が進んでいることが分かり、今後、急速に就業者

が減少する可能性があります。

最も従業者が多い製造業は、年齢構成のバランスがとれており、幅広い年齢層の雇用

の受け皿となっています。

平成22年国勢調査
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５５５５ 将来人口の推計と分析将来人口の推計と分析将来人口の推計と分析将来人口の推計と分析

（（（（1111）国立社会保障・人口問題研究所の人口）国立社会保障・人口問題研究所の人口）国立社会保障・人口問題研究所の人口）国立社会保障・人口問題研究所の人口推計の概要推計の概要推計の概要推計の概要

ア 推計期間

・平成52年（2040年）までの5年ごと

イ 推計方法

・5歳以上の年齢階級の推計においては、コーホート要因法を使用。

・コーホート要因法は、ある年の男女・年齢別人口を基準として、ここに人口動態

率や移動率などの仮定値を当てはめて将来人口を計算する方法。

・5歳以上の人口推計においては生残率と純移動率の仮定値が必要。

・0-4 歳人口の推計においては生残率と純移動率に加えて、子ども女性比および0-

4歳性比の仮定値によって推計。

・本推計においては、①基準人口、②将来の生残率、③将来の純移動率、④将来の

子ども女性比、⑤将来の0-4 歳性比、が必要となる。

ウ 基準人口

・平成22年国勢調査人口

エ 将来の生存率

・「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」（出生中位・死亡中位仮定）から

得られる全国の男女・年齢別生残率を利用。

オ 将来の純移動率

・原則として、平成17（2005）～22（2010）年に観察された市区町村別・男女年齢

別純移動率を平成27（2015）～32（2020）年にかけて定率で縮小させ、平成27

（2015）～32（2020）年以降の期間については縮小させた値を一定とする仮定を

置いた。

カ 将来の子ども女性比

・各市区町村の子ども女性比には市区町村間で明らかな差が存在するため、平成22

（2010）年の全国の子ども女性比と各市区町村の子ども女性比との較差をとり、

その値を平成27（2015）年以降平成52（2040）年まで一定として市区町村ごとに

仮定値を設定。

キ 将来の0-4歳性比

・「日本の将来推計人口（平成24 年1 月推計）」（出生中位・死亡中位仮定）に

より算出された全国の平成27（2015）年以降平成52（2040）年までの0-4 歳性比

を各年次の仮定値とし、全自治体の0-4 歳推計人口に一律に適用。



昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 23.3% 21.7% 18.5% 16.1% 15.0% 14.7% 14.0% 13.0% 12.0% 11.2% 10.5% 10.2% 10.1%生産年齢人口割合（％） 66.0% 66.4% 67.3% 67.4% 66.3% 64.6% 62.3% 59.9% 58.7% 58.3% 57.6% 55.5% 52.5%老年人口割合（％） 10.8% 11.9% 14.1% 16.5% 18.6% 20.7% 23.7% 27.1% 29.2% 30.5% 31.9% 34.3% 37.4%

57,41757,41757,41757,417 60,32960,32960,32960,329 61,42061,42061,42061,420 64,23664,23664,23664,236 67,74767,74767,74767,747 68,34668,34668,34668,346 67,67067,67067,67067,670 66,49466,49466,49466,494 64,92864,92864,92864,928 62,98162,98162,98162,981 60,74460,74460,74460,744 58,27358,27358,27358,273 55,65555,65555,65555,655

6,1736,1736,1736,173 7,1807,1807,1807,180 8,6708,6708,6708,670 10,57210,57210,57210,572 12,61312,61312,61312,613 14,14514,14514,14514,145 15,99315,99315,99315,993 18,04318,04318,04318,043 18,97918,97918,97918,979 19,19019,19019,19019,190 19,37019,37019,37019,370 20,00820,00820,00820,008 20,81920,81920,81920,81913,373 13,109 11,387 10,346 10,187 10,053 9,469 8,653 7,821 7,067 6,366 5,920 5,623

37,871 40,040 41,334 43,317 44,947 44,148 42,161 39,798 38,128 36,724 35,008 32,345 29,213

05,000
10,00015,00020,00025,00030,00035,00040,00045,00050,000

010,00020,00030,00040,00050,00060,00070,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口
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（（（（2222）総人口・年齢区分別人口の推計（全市・地区別））総人口・年齢区分別人口の推計（全市・地区別））総人口・年齢区分別人口の推計（全市・地区別））総人口・年齢区分別人口の推計（全市・地区別）

平成22年国勢調査を基本とした、平成25年3月発表の国立社会保障・人口問題研究所の

数値を用い、将来人口を推計しています。

総人口・年齢区分別人口の推計（全市）
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昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 21.7% 20.9% 19.4% 16.5% 15.3% 13.7% 13.7% 13.9% 13.7% 12.6% 11.6% 11.0% 11.1%生産年齢人口割合（％） 67.2% 67.4% 67.7% 68.1% 67.4% 67.0% 64.3% 61.2% 59.3% 58.0% 57.3% 56.0% 53.2%老年人口割合（％） 11.0% 11.7% 13.0% 15.4% 17.3% 19.3% 22.0% 24.9% 27.1% 29.4% 31.2% 33.1% 35.7%

7,7,7,7,807807807807 8,2228,2228,2228,222 8,8,8,8,864864864864 9,3419,3419,3419,341 9,9,9,9,928928928928 9,9,9,9,841841841841 9,9,9,9,648648648648 9,9,9,9,566566566566 9,9,9,9,422422422422 9,9,9,9,208208208208 8,9398,9398,9398,939 8,6418,6418,6418,641 8,3498,3498,3498,349
861861861861 966966966966 1,1511,1511,1511,151 1,1,1,1,439439439439 1,1,1,1,713713713713 1,1,1,1,895895895895 2,1192,1192,1192,119 2,2,2,2,381381381381 2,2,2,2,551551551551 2,2,2,2,703703703703 2,2,2,2,785785785785 2,2,2,2,857857857857 2,9832,9832,9832,9831,697 1,715 1,716 1,544 1,521 1,353 1,326 1,333 1,287 1,163 1,033 947 924

5,249 5,541 5,997 6,358 6,694 6,593 6,201 5,852 5,584 5,342 5,121 4,837 4,442
01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,000

02,0004,0006,0008,00010,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 大門地区総人口・年齢区分別人口の推移合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口

昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 23.4% 21.3% 17.3% 14.7% 13.6% 15.0% 14.8% 12.7% 10.4% 9.8% 9.3% 9.2% 9.2%生産年齢人口割合（％） 64.4% 65.5% 66.6% 65.8% 62.9% 60.6% 57.5% 55.3% 55.6% 55.5% 55.5% 53.2% 49.7%老年人口割合（％） 12.2% 13.3% 16.1% 19.6% 23.6% 24.4% 27.8% 31.9% 33.9% 34.7% 35.1% 37.6% 41.1%

7,8727,8727,8727,872 8,0638,0638,0638,063 7,5627,5627,5627,562 7,4737,4737,4737,473 7,4067,4067,4067,406 7,9237,9237,9237,923 7,7817,7817,7817,781 7,5377,5377,5377,537 7,2657,2657,2657,265 6,9576,9576,9576,957 6,6266,6266,6266,626 6,2666,2666,2666,266 5,9115,9115,9115,911
958958958958 1,0691,0691,0691,069 1,1,1,1,217217217217 1,1,1,1,461461461461 1,1,1,1,746746746746 1,1,1,1,934934934934 2,1622,1622,1622,162 2,2,2,2,408408408408 2,2,2,2,465465465465 2,2,2,2,412412412412 2,2,2,2,327327327327 2,2,2,2,357357357357 2,2,2,2,4294294294291,841 1,716 1,308 1,098 1,005 1,188 1,148 958 759 685 619 578 546

5,073 5,278 5,037 4,914 4,655 4,801 4,471 4,171 4,042 3,860 3,680 3,330 2,936
01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,000

01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,0009,00010,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 塩尻東地区総人口・年齢区分別人口の推移合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口
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昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 17.5% 16.1% 15.6% 14.9% 13.5% 12.4% 11.7% 11.3%生産年齢人口割合（％） 68.2% 67.5% 65.6% 64.6% 64.6% 63.1% 59.9% 55.6%老年人口割合（％） 14.3% 16.4% 18.8% 20.5% 21.9% 24.6% 28.4% 33.1%
0000

7,3077,3077,3077,307 7,5527,5527,5527,552 7,5897,5897,5897,589 7,5837,5837,5837,583 7,5257,5257,5257,525 7,4337,4337,4337,433 7,3037,3037,3037,303 7,1357,1357,1357,135
1,0481,0481,0481,048 1,2351,2351,2351,235 1,4291,4291,4291,429 1,5541,5541,5541,554 1,6491,6491,6491,649 1,8271,8271,8271,827 2,0752,0752,0752,075 2,3592,3592,3592,3591,278 1,216 1,183 1,128 1,019 919 857 809
4,981 5,097 4,977 4,901 4,858 4,687 4,371 3,967

01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,000

02,0004,0006,0008,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 高出地区総人口・年齢区分別人口の推移合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口

昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 22.9% 21.7% 19.3% 16.7% 16.3% 15.1% 13.7% 10.3% 8.9% 8.5% 8.1% 8.0% 8.1%生産年齢人口割合（％） 64.6% 64.6% 63.0% 60.9% 60.3% 58.6% 56.1% 56.4% 55.6% 54.1% 53.4% 51.2% 49.2%老年人口割合（％） 12.5% 13.7% 17.6% 22.5% 23.5% 26.2% 30.2% 33.3% 35.5% 37.4% 38.5% 40.8% 42.7%

4,4004,4004,4004,400 4,5054,5054,5054,505 4,4034,4034,4034,403 4,2224,2224,2224,222 4,3224,3224,3224,322 4,1764,1764,1764,176 4,1184,1184,1184,118 3,9303,9303,9303,930 3,7393,7393,7393,739 3,5523,5523,5523,552 3,3503,3503,3503,350 3,1423,1423,1423,142 2,9372,9372,9372,937
550550550550 617617617617 777777777777 949949949949 1,0141,0141,0141,014 1,0961,0961,0961,096 1,2441,2441,2441,244 1,3091,3091,3091,309 1,3261,3261,3261,326 1,3291,3291,3291,329 1,2891,2891,2891,289 1,2811,2811,2811,281 1,2551,2551,2551,2551,009 976 851 703 703 631 564 403 332 301 271 252 238

2,841 2,912 2,775 2,570 2,605 2,449 2,310 2,218 2,081 1,923 1,790 1,609 1,444
05001,0001,5002,0002,5003,0003,5004,000

0
2,000
4,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 片丘地区総人口・年齢区分別人口の推移合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口
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昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 24.9% 23.1% 19.3% 16.8% 16.2% 14.3% 13.9% 13.4% 12.8% 11.8% 11.0% 10.6% 10.5%生産年齢人口割合（％） 67.7% 68.4% 70.3% 70.5% 69.4% 68.0% 65.8% 62.9% 61.2% 60.9% 60.0% 57.6% 54.6%老年人口割合（％） 7.5% 8.6% 10.4% 12.7% 14.4% 17.7% 20.2% 23.7% 26.0% 27.2% 29.0% 31.8% 34.9%

18,35618,35618,35618,356 20,86220,86220,86220,862 22,41422,41422,41422,414 17,66917,66917,66917,669 19,87719,87719,87719,877 13,10013,10013,10013,100 13,39713,39713,39713,397 13,35713,35713,35713,357 13,17013,17013,17013,170 12,88912,88912,88912,889 12,53712,53712,53712,537 12,13912,13912,13912,139 11,63411,63411,63411,634
1,3731,3731,3731,373 1,7901,7901,7901,790 2,3412,3412,3412,341 2,2512,2512,2512,251 2,8602,8602,8602,860 2,3192,3192,3192,319 2,7002,7002,7002,700 3,1683,1683,1683,168 3,4243,4243,4243,424 3,5083,5083,5083,508 3,6383,6383,6383,638 3,8643,8643,8643,864 4,0614,0614,0614,0614,563 4,809 4,327 2,962 3,214 1,877 1,859 1,784 1,688 1,526 1,383 1,287 1,219

12,420 14,263 15,746 12,456 13,803 8,904 8,821 8,405 8,058 7,854 7,516 6,988 6,354 02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,00016,00018,000

02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,00016,00018,00020,00022,00024,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 広丘地区総人口・年齢区分別人口の推移合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口吉田分離 高出分離

昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 17.2% 15.5% 17.0% 16.6% 16.5% 15.6% 14.2% 12.9% 12.3% 11.9%生産年齢人口割合（％） 72.2% 71.9% 68.5% 66.4% 63.8% 62.9% 63.2% 63.0% 60.0% 55.9%老年人口割合（％） 10.6% 12.6% 14.5% 16.7% 19.8% 21.5% 22.6% 24.1% 27.7% 32.3%
0000 0000 0000

7,9207,9207,9207,920 8,4898,4898,4898,489 9,0769,0769,0769,076 9,3019,3019,3019,301 9,3879,3879,3879,387 9,3969,3969,3969,396 9,3359,3359,3359,335 9,2249,2249,2249,224 9,0669,0669,0669,066 8,8688,8688,8688,868
839839839839 1,0671,0671,0671,067 1,3161,3161,3161,316 1,5571,5571,5571,557 1,8541,8541,8541,854 2,0202,0202,0202,020 2,1122,1122,1122,112 2,2252,2252,2252,225 2,5112,5112,5112,511 2,8622,8622,8622,8621,363 1,316 1,545 1,548 1,545 1,462 1,321 1,192 1,112 1,052
5,718 6,106 6,215 6,177 5,987 5,914 5,902 5,807 5,443 4,954

01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,000

02,0004,0006,0008,00010,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 吉田地区総人口・年齢区分別人口の推移合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口



まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略 塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョン
Population VisionPopulation VisionPopulation VisionPopulation Vision

16

昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 22.1% 20.0% 17.5% 15.3% 15.7% 15.1% 13.5% 10.5% 8.7% 8.3% 7.9% 7.9% 8.0%生産年齢人口割合（％） 64.1% 64.6% 64.5% 64.4% 62.0% 60.0% 58.4% 56.6% 55.0% 54.3% 52.6% 50.6% 48.5%老年人口割合（％） 13.8% 15.4% 18.0% 20.3% 22.2% 24.9% 28.1% 32.9% 36.3% 37.4% 39.5% 41.5% 43.5%

5,5705,5705,5705,570 5,4905,4905,4905,490 5,3715,3715,3715,371 5,3375,3375,3375,337 5,5135,5135,5135,513 5,4275,4275,4275,427 5,1425,1425,1425,142 4,9514,9514,9514,951 4,7424,7424,7424,742 4,5094,5094,5094,509 4,2554,2554,2554,255 3,9823,9823,9823,982 3,7073,7073,7073,707
767767767767 846846846846 969969969969 1,0831,0831,0831,083 1,2251,2251,2251,225 1,3501,3501,3501,350 1,4441,4441,4441,444 1,6291,6291,6291,629 1,7191,7191,7191,719 1,6851,6851,6851,685 1,6791,6791,6791,679 1,6531,6531,6531,653 1,6121,6121,6121,6121,230 1,099 938 817 868 821 694 521 415 375 338 316 298
3,573 3,545 3,464 3,437 3,420 3,256 3,004 2,801 2,608 2,449 2,237 2,013 1,797

05001,0001,5002,0002,5003,0003,5004,000

02,0004,0006,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 洗馬地区総人口・年齢区分別人口の推移合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口

昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 24.9% 23.2% 18.7% 15.8% 14.3% 13.0% 11.5% 10.0% 8.6% 8.2% 7.9% 7.9% 8.0%生産年齢人口割合（％） 64.1% 64.3% 66.2% 66.5% 64.7% 63.1% 58.4% 55.2% 53.9% 53.2% 52.7% 50.7% 48.1%老年人口割合（％） 10.9% 12.5% 15.1% 17.7% 21.0% 23.9% 30.0% 34.8% 37.6% 38.6% 39.5% 41.5% 43.8%

6,2016,2016,2016,201 6,4236,4236,4236,423 6,3076,3076,3076,307 6,1506,1506,1506,150 6,2726,2726,2726,272 6,1526,1526,1526,152 5,8895,8895,8895,889 5,6285,6285,6285,628 5,3665,3665,3665,366 5,0795,0795,0795,079 4,7734,7734,7734,773 4,4504,4504,4504,450 4,1354,1354,1354,135
678678678678 801801801801 950950950950 1,0911,0911,0911,091 1,3191,3191,3191,319 1,4681,4681,4681,468 1,7691,7691,7691,769 1,9601,9601,9601,960 2,0152,0152,0152,015 1,9611,9611,9611,961 1,8841,8841,8841,884 1,8451,8451,8451,845 1,8131,8131,8131,8131,546 1,493 1,182 971 896 802 678 561 460 415 375 350 331

3,977 4,129 4,175 4,088 4,057 3,882 3,437 3,107 2,891 2,702 2,514 2,254 1,991
05001,0001,5002,0002,5003,0003,5004,0004,5005,000

02,0004,0006,000
1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 宗賀地区総人口・年齢区分別人口の推移合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口
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昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 18.2% 17.8% 17.1% 16.8% 13.4% 11.6% 9.3% 7.7% 6.6% 6.5% 6.3% 6.4% 6.6%生産年齢人口割合（％） 66.9% 65.2% 62.7% 58.5% 57.9% 58.9% 58.4% 54.1% 51.4% 49.3% 46.8% 46.4% 45.7%老年人口割合（％） 14.8% 17.0% 20.3% 24.7% 28.6% 29.5% 32.4% 38.2% 41.9% 44.3% 46.9% 47.2% 47.7%

2,5052,5052,5052,505 2,3952,3952,3952,395 2,4102,4102,4102,410 2,3682,3682,3682,368 2,3212,3212,3212,321 2,1522,1522,1522,152 1,9881,9881,9881,988 1,8791,8791,8791,879 1,7641,7641,7641,764 1,6441,6441,6441,644 1,5241,5241,5241,524 1,3971,3971,3971,397 1,2711,2711,2711,271371371371371 408408408408 489489489489 585585585585 664664664664 635635635635 644644644644 718718718718 739739739739 728728728728 715715715715 659659659659 606606606606457 426 411 397 312 249 184 145 117 106 96 90 84
1,677 1,561 1,510 1,386 1,345 1,268 1,160 1,016 907 810 713 648 581 02004006008001,0001,2001,4001,6001,8002,000

01,0002,0003,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 北小野地区総人口・年齢区分別人口の推移合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口

昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 21.6% 20.0% 16.0% 13.1% 9.7% 9.7% 8.8% 8.2% 6.9% 6.8% 6.7% 6.9% 7.1%生産年齢人口割合（％） 65.8% 64.3% 65.0% 63.6% 62.5% 56.4% 52.0% 47.4% 46.1% 44.8% 45.3% 45.0% 43.7%老年人口割合（％） 12.6% 15.6% 19.0% 23.3% 27.8% 34.0% 39.2% 44.4% 47.0% 48.4% 48.0% 48.0% 49.1%

4,7064,7064,7064,706 4,3694,3694,3694,369 4,0894,0894,0894,089 3,7553,7553,7553,755 3,6193,6193,6193,619 3,1923,1923,1923,192 2,8542,8542,8542,854 2,6702,6702,6702,670 2,4812,4812,4812,481 2,2832,2832,2832,283 2,0822,0822,0822,082 1,8871,8871,8871,887 1,7081,7081,7081,708594594594594 683683683683 776776776776 874874874874 1,0051,0051,0051,005 1,0841,0841,0841,084 1,1191,1191,1191,119 1,1871,1871,1871,187 1,1651,1651,1651,165 1,1041,1041,1041,104 1,0001,0001,0001,000 906906906906 8398398398391,015 875 654 491 352 309 252 219 172 156 140 131 122
3,097 2,811 2,659 2,390 2,262 1,799 1,483 1,265 1,144 1,023 942 850 747 05001,0001,5002,0002,5003,0003,500

01,0002,0003,0004,0005,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 楢川地区総人口・年齢区分別人口の推移合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口
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（（（（3333））））仮定値による将来人口の推計と分析仮定値による将来人口の推計と分析仮定値による将来人口の推計と分析仮定値による将来人口の推計と分析

ア 仮定値を用いた3種類の推計

①推計人口

国立社会保障・人口問題研究所の推計値

②推計人口＋出生率上昇

合計特殊出生率を国の目標と整合させ、2020年（Ｈ32年）1.60、2030年（Ｈ

42年）1.8、2040年（Ｈ52年）2.07と仮定

③出生率上昇＋政策誘導

生産年齢人口の誘導を図り、社会増減が拮抗する現在の状態を2040年（Ｈ52

年）まで維持。第五次総合計画の成果指標、2023年（Ｈ35年）総人口65,000

人以上の達成（2023年 65,010人）を図るとともに、2040年（Ｈ52年）の総

人口60,000人を確保。平成22（2010）年から平成52（2040）年までの総人口・年齢３区分別人口比率平成22（2010）年から平成52（2040）年までの総人口・年齢３区分別人口比率平成22（2010）年から平成52（2040）年までの総人口・年齢３区分別人口比率平成22（2010）年から平成52（2040）年までの総人口・年齢３区分別人口比率2010年Ｈ22 2015年Ｈ27 2020年Ｈ32 2025年Ｈ37 2030年Ｈ42 2035年Ｈ47 2040年Ｈ52 参考2023年Ｈ35総人口（人） 67,670 66,494 64,928 62,981 60,744 58,273 55,655 63,763年少人口比率 14.0% 13.0% 12.0% 11.2% 10.5% 10.2% 10.1% 11.6%生産年齢人口比率 62.4% 59.9% 58.7% 58.3% 57.6% 55.5% 52.5% 58.5%65歳以上人口比率 23.6% 27.1% 29.2% 30.5% 31.9% 34.3% 37.4% 30.0%75歳以上人口比率 12.2% 13.9% 15.9% 18.7% 20.1% 20.8% 21.6% 17.5%総人口（人） 67,670 66,526 65,191 63,660 61,978 60,191 58,414 64,272年少人口比率 14.0% 13.1% 12.4% 12.2% 12.2% 12.6% 13.3% 11.6%生産年齢人口比率 62.4% 59.8% 58.5% 57.7% 56.5% 54.1% 51.1% 58.0%65歳以上人口比率 23.6% 27.1% 29.1% 30.1% 31.3% 33.3% 35.6% 30.4%75歳以上人口比率 12.2% 13.9% 15.9% 18.5% 19.7% 20.1% 20.6% 17.4%総人口（人） 67,670 66,866 65,779 64,496 63,068 61,534 60,000 65,010年少人口比率 14.0% 13.0% 12.4% 12.2% 12.3% 12.7% 13.4% 12.3%生産年齢人口比率 62.4% 60.0% 58.8% 58.0% 57.0% 54.7% 51.8% 58.3%65歳以上人口比率 23.6% 27.0% 28.9% 29.8% 30.8% 32.6% 34.9% 29.4%75歳以上人口比率 12.2% 13.8% 15.7% 18.2% 19.4% 19.7% 20.1% 17.2%推計結果ごとの人口増減率推計結果ごとの人口増減率推計結果ごとの人口増減率推計結果ごとの人口増減率 （単位：人）15～64歳 65歳以上 20～39歳人口 うち0～4歳 人口 人口 女性人口2010年 現状値 67,670 9,469 2,941 42,198 16,003 7,991①推計人口 55,656 5,622 1,828 29,213 20,820 5,10958,414 7,759 2,721 29,834 20,820 5,22360,000 8,012 2,818 31,062 20,926 5,396創生会議試算 53,412 5,246 1,728 27,752 20,414 4,78515～64歳 65歳以上 20～39歳人口 うち0～4歳 人口 人口 女性人口2010年 ①推計人口 -17.8% -40.6% -37.8% -30.8% 30.1% -36.1%→2040年 -13.7% -18.1% -7.5% -29.3% 30.1% -34.6%増減率 -11.3% -15.4% -4.2% -26.4% 30.8% -32.5%創生会議試算 -21.1% -44.6% -41.2% -34.2% 27.6% -40.1%シミュレーション２シミュレーション１シミュレーション２ 総人口 0～14歳2040年 総人口 0～14歳シミュレーション１

①推計人口【国立社会保障・人口問題研究所準拠】シミュレーション１【①+出生率上昇】シミュレーション２【出生率上昇+人口誘導】



②+生産年齢人口の誘導 67,670 66,866 65,779 64,496 63,068 61,534 60,000②（①+合計特殊出生率が上昇） 67,670 66,526 65,191 63,660 61,978 60,191 58,414①社人研推計人口 67,670 66,493 64,928 62,981 60,744 58,273 55,655

67,670
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65,779
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61,534

60,000
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63,660

61,978

60,191
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64,928

62,981

60,744

58,273

55,655

55,000

60,000

65,000

70,000

2010年Ｈ22

2015年Ｈ27

2020年Ｈ32

2025年Ｈ37

2030年Ｈ42

2035年Ｈ47

2040年Ｈ52

社人研の推計人口
合計特殊出生率が上昇した場合の推計人口（2020年1.6 2030年1.8）

合計特殊出生率が向上し、生産年齢人口を増加補正した推計人口
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仮定値を用いた将来人口の推計（３パターン）

（人）

（人）
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６６６６ 人口の現状分析等のまとめ人口の現状分析等のまとめ人口の現状分析等のまとめ人口の現状分析等のまとめ

（（（（1111）人口減少時代の到来）人口減少時代の到来）人口減少時代の到来）人口減少時代の到来

本市の人口は一貫して増加を続け、平成17年には市制施行時の約２倍、68,346人に

達しました。一方、合計特殊出生率は低下が続き、人口規模が長期的に維持される水

準（人口置換水準2.07）を下回る状態が、今日まで続いています。

少子化が進行しながらも、人口が増加してきた大きな理由は、出生率の低下による

マイナスを埋めて余りある要因があったからであり、戦後の第一次及び第二次ベビー

ブーム世代という大きな人口の塊があったために、出生率が下がっても出生数が大き

く低下しなかったことが挙げられます。（Ｐ3 本市の人口ピラミッド参照）

この「人口貯金」とも呼ばれる状況が、時代が推移する中でついに使い果された

ことが明らかになったのが、我が国においては平成20年（2008 年）と言われ、これ

を境に日本の総人口は減少局面に入り、本市でも同様に、平成17年（2005年）をピー

クに人口が減少しています。

（（（（2222）子育て世代を中心とする厚い層）子育て世代を中心とする厚い層）子育て世代を中心とする厚い層）子育て世代を中心とする厚い層

本市の人口構成では、４０歳前後の第二次ベビーブーム世代を中心に、その前後の

年齢層が厚く、高い生産年齢人口割合を確保しており、このことが、未だ極端な人口

減少や少子化傾向に陥っていない大きな要因です。（Ｐ3 本市の人口ピラミッド、

Ｐ6 自然動態の推移参照）

また、本市でも、地方都市に共通の特徴である、２０歳代前半の人口の極端な減少

傾向が見られますが、２０歳代後半から３０歳代前半にかけて急激に人口層の厚みが

回復しており、この年代層を呼び込む都市としての潜在力があると考えられます。

（（（（3333）自然減少による総人口の減少）自然減少による総人口の減少）自然減少による総人口の減少）自然減少による総人口の減少

本市では、国とほぼ同じく、平成22年から自然減少に転じています。（Ｐ6 自然

動態の推移参照）

本市の平均寿命は、男性82.0歳、女性87.4歳（厚生労働省 平成22年市区町村別生

命表）で、男性は全国４位、女性も高位であり、全国トップクラスの長寿のまちです

が、今後も続く高齢化の進行により、人口の自然減少数は増加すると見込まれていま

す。

（（（（4444）首都圏や近隣市への転出超過による人口減少進行の懸念）首都圏や近隣市への転出超過による人口減少進行の懸念）首都圏や近隣市への転出超過による人口減少進行の懸念）首都圏や近隣市への転出超過による人口減少進行の懸念

本市の社会動態の推移を見ると、最近では、転出入とも、年間3,000人弱程度と人

口移動が落ち着き、社会増減は拮抗した状態にあります。（Ｐ7 社会動態の推移参

照）

人口移動を近隣市町村別に見ると、諏訪市、岡谷市、辰野町、木曽郡といった南側

からの転入超過が見られる反面、それ以上に、北側の、松本市、安曇野市への転出超

過傾向が続いており、本市の人口ダムとしての機能が低下していることが分かりま

す。
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また、本市からの首都圏への転出超過が、社会動態全体に大きな比重を占めてお

り、特に、大学卒業後の本市へ再転入や新転入が現在よりも伸び悩めば、出産適齢期

や子育て世代が減少し、出生率の急激な上昇が見込めない要因と相まって、出生数が

さらに減少してしまうという、人口減少の負のスパイラルが現れると懸念されます。

（（（（5555）産業構造の変化等による地域経済規模縮小の懸念）産業構造の変化等による地域経済規模縮小の懸念）産業構造の変化等による地域経済規模縮小の懸念）産業構造の変化等による地域経済規模縮小の懸念

人口減少によって経済規模の縮小がいったん始まると、それが更なる縮小を招くと

いう「縮小スパイラル」に陥るリスクがあります。

地方の急激な人口減少や高齢化は、労働力人口の減少や消費市場の縮小を引き起こ

し、本市では、製造業の構造変化等による地域経済規模の縮小が懸念されます。そし

て、それが社会生活サービスの低下を招き、更なる人口流出を引き起こすという悪循

環を招くと危惧されます。

本市の産業別人口を見ると、製造業従業者が突出しており、運輸業、卸売業等がそ

れに続き、いずれも、年齢構成のバランスがとれた幅広い雇用の受け皿となっていま

す。（Ｐ8、9 産業別就業者の状況参照）

（（（（1111）三つの基本的視点）三つの基本的視点）三つの基本的視点）三つの基本的視点

人口減少への対応は、次の二つの方向性が考えられます。一つは、国の長期ビジョ

ンが指摘するように、出生者数を増加させることにより人口減少に歯どめをかけ、将

来的に人口構造そのものを変えていくことにつなげるものです。もう一つは、転出の

抑制、転入者の増加による政策誘導を図るものであり、この二つの対応を同時並行

的・相乗的に進めていくことが、人口減少の歯止めとそれを超えて調和的な人口増加

に転じさせていくうえで大変重要であり、仮定値を用いた人口推計からも明らかと

なっています。（Ｐ18、19 仮定値による将来人口の推計と分析参照）

こうしたことから、本市の人口の現状分析を踏まえ、人口減少問題に取り組む基本

的視点として、次の３点を掲げます。

①子育て世代、若者を中心とした生産年齢人口の流入、定住の促進①子育て世代、若者を中心とした生産年齢人口の流入、定住の促進①子育て世代、若者を中心とした生産年齢人口の流入、定住の促進①子育て世代、若者を中心とした生産年齢人口の流入、定住の促進

本市の人口構成の特徴である、生産年齢人口の層の厚みを確保するためには、本市

の持つ都市としてのポテンシャル（潜在力）に磨きをかけるとともに、リスク（不安

要因）を克服し、内外に訴求力を高めるための明確な方向性、戦略を打ち出す必要が

あります。

②若い世代の就労・雇用創出、子育て、教育を支援する生活環境基盤の整備②若い世代の就労・雇用創出、子育て、教育を支援する生活環境基盤の整備②若い世代の就労・雇用創出、子育て、教育を支援する生活環境基盤の整備②若い世代の就労・雇用創出、子育て、教育を支援する生活環境基盤の整備

20歳代後半からの人口層の回復が継続、拡大するためには、まず、若い世代の希望

がかなうような、雇用・就労環境の確保や結婚・出産・子育て環境の充実等、生活環

境基盤の整備が重要です。

③健康長寿、健康寿命の延伸③健康長寿、健康寿命の延伸③健康長寿、健康寿命の延伸③健康長寿、健康寿命の延伸

本市は全国トップクラスの長寿を誇り、多くの高齢者が健康で活動的な生活を送っ

ています。団塊の世代が高齢者に移行し、今後は、元気な高齢者が健康を保ち、積極

的に社会参加できる環境整備が重要です。

７７７７ 人口減少問題に取り組む基本的視点人口減少問題に取り組む基本的視点人口減少問題に取り組む基本的視点人口減少問題に取り組む基本的視点
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８８８８ 人口の将来展望人口の将来展望人口の将来展望人口の将来展望

（（（（1111）将来展望の基礎となる市民意識）将来展望の基礎となる市民意識）将来展望の基礎となる市民意識）将来展望の基礎となる市民意識

ア 市民アンケートの概要

・調査地域 塩尻市全域

・調査対象 15歳以上の市民（無作為抽出）

・調査方法 郵送による配布、回収

・実施時期 平成25年7月

・配布数 989

・回収率 46.2％

イ アンケート結果の抜粋

■これからの塩尻市について次の10年への期待と不安（自由記述） 今後の行政運営の方針
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塩尻市第五次総合計画策定に向けた庁内策定チームによる検討結果

目指すべき都市像目指すべき都市像目指すべき都市像目指すべき都市像松本市との合併
成長・再生の産業づくり成長・再生の産業づくり

住みよい都市ブランドの確立住みよい都市ブランドの確立
田園都市の維持・発展→豊かさの実感

安心して生涯を設計できる施策、環境が整備されている
地域資源の魅力発信自立した都市広域連携・機能分担 住んでみたい若い人が暮らしやすい政策

バランスのとれた田園都市 安心できる人にやさしいアートの活用も
家庭教育

ずっと住みたい

平成25年9月10日(火)／本庁舎5階大会議室

安心の福祉安心の福祉 安心の安心の出産・育児出産・育児 充実した教育充実した教育企業誘致と雇用促進 環境教育教育再生人材育成
生涯学習の推進 伝統文化の継承生涯学習施設等の設備の充実子どもが多く、生き生きとした都市

産科医療の確保子育て世帯を大切にする

出生率向上子育て環境の充実子育て支援の充実子どもを産み、育てやすい政策
福祉医療費の給付

子育て家庭の就労支援

ノーマライゼーション
施設等の整備、充実

福祉サービスの充実 高齢者の活躍高齢者の活躍

食生活の改善健康づくり
高齢者が安心して暮らせる街
健康寿命の延伸 意識の向上

介護体制、サービスの充実 高齢者施設の充実高齢者にやさしい交通手軽に買い物ができる 高齢者の活躍、就労の環境整備一人暮らし世帯への配慮健康長寿、介護予防体制の充実
買い物弱者対策

地域循環個別産品のブランド化

新エネ

農業商業
伝統工芸観光 観光施設の建設まちの商店活性化観光資源を活かす
遊休農地の活用、農地の保全 農業従事者の確保 農業再生Fパワープロジェクト 地産池消大規模商店、ショッピングモール中心市街地活性化観光振興 伝統を次の世代に残す 塩尻の魅力づくり自然エネルギー 再生エネルギー

一般的な雇用の確保 若者・女性・高齢者の雇用の確保
地域で高齢者を支え合う

行政経営行政経営行政の効率化 財政の健全化財政の効率化
時代変化に対応したコミュニティ活動時代変化に対応したコミュニティ活動新たな公共の担い手育成地域コミュニティの維持 交流によるまちづくり新たな地域コミュニティのあり方 市民参画・協働のまちづくり地域での支え合い役割分担都市構造の転換へ都市構造の転換へ

防災景観自然自然との共生 生活環境保全自然資源の活用自然保護 エコ社会景観保護 ゴミ減量街並保護
計画的な土地利用施策 コンパクトシティの構築災害に強い塩尻

更なるインフラ整備 まちのスマートシュリンク既存のインフラを維持

職 住自然利便 福祉教育 ライフスタイルの発信＋ 塩尻らしさ・誇りの醸成都市経営の方向性
戻ってきたい 働ける生産年齢人口の確保暮らしやすさをきちんと伝える

都市の基礎

部分（下支え）

市民生活

の安心・

成長・

活力の支援

協働協働
人口減少・高齢化への対応人口減少・高齢化への対応

※元データは、職員対象アンケート及び市民対象アンケートの自由記述。市庁内策定チームがKJ法により整理・検討したもの
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ＫＪ法によるアンケート結果のまとめ

ＫＪ法とは、蓄積された情報から必要なものを取り出し、関連するものを整理し、統合する手法の一つです。大量の情報をまとめ、全体を把握するのに有効な技法で、日本の文化人類学者・川喜田二郎氏が考案し、頭文字をとって“ＫＪ法”と名付けられています。
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（（（（2222）目指すべき将来の方向性）目指すべき将来の方向性）目指すべき将来の方向性）目指すべき将来の方向性

ア 市民アンケート結果からの考察

・市民の潜在的な意識として、拡大や成長を望むよりも、市民生活の維持や質的な

充実を求めている。

・人口減少や少子高齢化に伴う、地域活力の低下が不安要因として挙げられてい

る。

・子育てしやすいまちづくりや地域ブランドの振興といった、本市の強みや地域資

源を生かした活性化への期待がある。

・住みやすさ、暮らしやすさが本市の特徴であり、強みでもあることが広く認識さ

れている。

・特徴や知名度に欠ける点は払拭されていない。

・ＫＪ法によるまとめでは、人口減少への対応を基礎とした都市・生活基盤の

上に暮らしやすさに磨きをかけ都市ブランド化し、生産年齢人口を確保する

方向性が示されている。

・最終的には、自立し選ばれ続ける地域として、田園都市の維持、発展を図

り、市民生活の豊かさを実感できるまちづくりが、将来展望として導出され

ている。
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（（（（3333）将来展望人口の導出）将来展望人口の導出）将来展望人口の導出）将来展望人口の導出

ア 人口の自然動態

0～4歳の人口推移（合計特殊出生率仮定値別）（人）

・国立社会保障・人口問題研究所推計のとおり、現在の1.4～1.5程度（Ｈ24年

1.48）の合計特殊出生率のままで推移すると、現在の年間約560～600人の出生数

が、2040年（Ｈ52年）には366人にまで減少してしまう。

・将来の合計特殊出生率を、国の目標水準（2020年1.6 2030年1.8）に置き換える

と、年間の出生数は、長期に渡りほぼ現状の550人前後を維持し、極端な少子化

傾向には陥らないばかりか、推計人口への大幅な上積みとなる。

・本市の3区分年齢別人口構成や合計特殊出生率は国と類似しており、子育て支援

や教育再生に注力していることからも、人口の自然動態の将来展望は、国の合計

特殊出生率の目標水準に準拠し推計することとする。

（人）2015年Ｈ27 2020年Ｈ32 2025年Ｈ37 2030年Ｈ42 2035年Ｈ47 2040年Ｈ520～4歳 2,750 2,380 2,133 2,021 1,921 1,8281歳区分平均 550 476 427 404 384 3660～4歳 2,806 2,647 2,613 2,663 2,731 2,8181歳区分平均 561 529 523 533 546 564社人研推計からの増加数累計 0～4歳 56 323 803 1,445 2,255 3,245合計特殊出生率1.4～1.5程度で推移（社人研推計値）合計特殊出生率上昇（2020年1.6　2030年1.8）
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生産年齢層の人口移動率を上昇補正し社会減を解消

国立社会保障・人口問題研究所推計値
政策誘導による社会増
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イ 人口の社会動態

社会増減の推移（人口移動率補正）

・本市は、平成15年頃からの社会減少傾向が落ち着き、20年頃からは社会増減が拮抗

し社会増の年もあるなど、社会動態は比較的良好な状況にある。

・人口ピラミッドを見ると、20歳代前半の人口減少が20歳代後半の人口増加で相殺

されており、選ばれる地域としての潜在力を十分有している。

・国立社会保障・人口問題研究所推計では、本市の30歳代の人口移動率（転出超過）

が比較的高く、2040年（Ｈ52年）まで緩やかな社会減少が継続する要因となってい

る。

・2040年（Ｈ52年）まで、現状維持の社会動態が継続し社会増減が拮抗するよう、子

育て世代を中心とした人口誘導を図る必要がある。

（人）

（人）2015年Ｈ27 2020年Ｈ32 2025年Ｈ37 2030年Ｈ42 2035年Ｈ47 2040年Ｈ52 合計社会増減 △ 563 △ 262 △ 177 △ 178 △ 136 △ 33 △ 786毎年平均 △ 113 △ 52 △ 35 △ 36 △ 27 △ 7社会増減 △ 247 △ 50 7 △ 11 △ 9 61 △ 2毎年平均 △ 49 △ 10 1 △ 2 △ 2 12社人研推計からの増加数累計 316 528 712 879 1,006 1,100５年間ごとの社会増減の推移（社人研推計値）生産年齢層の人口移動率を上昇補正し社会減を解消
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ウ 総人口

将来展望人口と推計人口の比較

・合計特殊出生率の上昇と、移住定住促進等による生産年齢層の移動率補正による将

来展望人口は、2040年（Ｈ52年）で60,000人となる。

・第五次総合計画終期の2023年（Ｈ35年）では、65,010人となり65,000人以上の目標

人口と整合する。

67,670
66,866

65,779

65,010

64,496

63,068

61,534

60,000

67,670

66,494

64,928

63,763

62,981

60,744

58,273

55,655

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

H22年 H27年 H32年 H35年 H37年 H42年 H47年 H52年
2010年 2015年 2020年 2023年 2025年 2030年 2035年 2040年

第五次総合計画終期

56

323
605 803

1,445

2,255

3,245

316 528

642
712

879

1,006

1,100

将来展望人口
推計人口

政策誘導による上乗せ人口 移住定住促進等社会動態による寄与出生率の上昇による寄与

（人）
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（（（（4444）本市人口の将来展望）本市人口の将来展望）本市人口の将来展望）本市人口の将来展望

アアアア 人口対策の効果が十分実現すれば、第五次総合計画の目標人口（Ｈ人口対策の効果が十分実現すれば、第五次総合計画の目標人口（Ｈ人口対策の効果が十分実現すれば、第五次総合計画の目標人口（Ｈ人口対策の効果が十分実現すれば、第五次総合計画の目標人口（Ｈ35353535年年年年 6666万万万万

5555千人）を達成するとともに、千人）を達成するとともに、千人）を達成するとともに、千人）を達成するとともに、2040204020402040年（Ｈ年（Ｈ年（Ｈ年（Ｈ52525252年）６万人を確保する。年）６万人を確保する。年）６万人を確保する。年）６万人を確保する。

・将来の合計特殊出生率を国の目標水準に合わせ上昇を見込んだ施策展開を実施

Ｈ24…1.48 Ｈ29…1.56 Ｈ32…1.6 Ｈ35…1.67 Ｈ42…1.8

・積極的な移住定住促進により、生産年齢人口の社会増減を現在の水準で維持

イイイイ 少子化に歯止めがかかり、緩やかな人口減少と年齢構成のバランス維持による少子化に歯止めがかかり、緩やかな人口減少と年齢構成のバランス維持による少子化に歯止めがかかり、緩やかな人口減少と年齢構成のバランス維持による少子化に歯止めがかかり、緩やかな人口減少と年齢構成のバランス維持による

持続可能な地域の実現を展望する。持続可能な地域の実現を展望する。持続可能な地域の実現を展望する。持続可能な地域の実現を展望する。

昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成35年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年年少人口割合（％） 23.3% 21.7% 18.5% 16.1% 15.0% 14.7% 14.0% 13.0% 12.4% 12.3% 12.2% 12.2% 12.7% 13.3%生産年齢人口割合（％） 66.0% 66.4% 67.3% 67.4% 66.3% 64.6% 62.3% 60.0% 58.7% 58.3% 58.0% 57.0% 54.7% 51.8%老年人口割合（％） 10.8% 11.9% 14.1% 16.5% 18.6% 20.7% 23.7% 27.0% 28.9% 29.4% 29.8% 30.8% 32.6% 34.9%

57,41757,41757,41757,417 60,32960,32960,32960,329 61,42061,42061,42061,420 64,23664,23664,23664,236 67,74767,74767,74767,747 68,34668,34668,34668,346 67,67067,67067,67067,670 66,86666,86666,86666,866 65,77965,77965,77965,779 65,01065,01065,01065,010 64,49664,49664,49664,496 63,06863,06863,06863,068 61,53461,53461,53461,534 60,00060,00060,00060,000

6,1736,1736,1736,173 7,1807,1807,1807,180 8,6708,6708,6708,670 10,57210,57210,57210,572 12,61312,61312,61312,613 14,14514,14514,14514,145 15,99315,99315,99315,993 18,04518,04518,04518,045 18,98818,98818,98818,988 19,11919,11919,11919,119 19,20519,20519,20519,205 19,42119,42119,42119,421 20,08720,08720,08720,087 20,92620,92620,92620,92613,373 13,109 11,387 10,346 10,187 10,053 9,469 8,708 8,143 7,973 7,860 7,728 7,812 8,012

37,871 40,040 41,334 43,317 44,947 44,148 42,161 40,113 38,648 37,918 37,431 35,919 33,635 31,062

05,000
10,00015,00020,00025,00030,00035,00040,00045,00050,000

010,00020,00030,00040,00050,00060,00070,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2023年 2025年 2030年 2035年 2040年

年齢別（人）合計（人） 塩尻市総人口・年齢区分別人口の推移（将来展望）塩尻市総人口・年齢区分別人口の推移（将来展望）塩尻市総人口・年齢区分別人口の推移（将来展望）塩尻市総人口・年齢区分別人口の推移（将来展望）合計 老年人口 年少人口 生産年齢人口
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37,871

40,040

41,334

43,317
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39,799

38,129
37,286
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35,008

32,344

29,213

66.0%
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57.0%

54.7%

51.8%

59.9%
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55.5%
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50.0%
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1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2023年 2025年 2030年 2035年 2040年

15-64歳生産年齢人口（将来展望）15-64歳生産年齢人口（社人研推計）
生産年齢人口割合（将来展望）生産年齢人口割合（社人研推計）

13,373
13,109

11,387

10,346 10,187 10,053

9,469

8,708

8,143 7,973 7,860 7,728 7,812
8,012

13,373
13,109

11,387

10,346 10,187 10,053

9,469

8,653

7,821

7,368
7,067

6,366
5,920

5,623

23.3%

21.7%

18.5%

16.1%
15.0% 14.7%

14.0%
13.0%

12.4% 12.3% 12.2% 12.2% 12.7% 13.3%

13.0%
12.0% 12.3%

11.2%
10.5% 10.2% 10.1%
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年少人口（0-14歳）の比較

生産年齢人口（15-64歳）の比較

（人）

（人）



合計特殊出生率　将来目標試算
1.48

1.56

1.6

1.67

1.8

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

H24 H29 H32 H35 H42

2012 2017 2020 2023 2030

国の目標水準値に整合
国の目標水準値に整合

第五次総合計画最終年

15,993

18,045

18,988
19,119

19,205

19,421

20,087

20,926

18,043

18,979
19,109

19,190

19,370

20,008

20,819

27.0%

28.9%
29.4%

29.8%

30.8%

32.6%

34.9%

23.7%

27.1%

29.2%

30.0%
30.5%

31.9%

34.3%

37.4%

20.0%

22.0%

24.0%

26.0%

28.0%

30.0%

32.0%

34.0%

36.0%

38.0%

40.0%

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

H22年 H27年 H32年 H35年 H37年 H42年 H47年 H52年
2010年 2015年 2020年 2023年 2025年 2030年 2035年 2040年

65歳以上老年人口（将来展望）65歳以上老年人口（社人研推計）
老年人口割合（将来展望）老年人口割合（社人研推計）
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老年人口（65歳以上）の比較（人）

合計特殊出生率の目標水準



まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略 塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョン塩尻市人口ビジョン
Population VisionPopulation VisionPopulation VisionPopulation Vision

32

1975年1980
年1985年
1990年1995
年2000年
2005年2010
年2015年
2020年2023
年2025年
2030年2035
年2040年

S50年S55年
S60年H2年
 H7年H12年
H17年H22年
H27年H32年
H35年H37年
H42年H47年
H52年

合計5
2,29157,417
60,32961,42
064,2366
7,74768,346
67,67066,86
665,7796
5,01064,496
63,06861,53
460,000

0～4歳
4,4994,300
3,7043,273
3,2423,471
3,2802,941
2,8062,647
2,6272,613
2,6632,731
2,818

5～9歳
4,0564,848
4,4453,723
3,2883,298
3,4333,131
2,8142,714
2,6232,562
2,5302,578
2,644

10～14歳
3,5284,225
4,9604,391
3,8163,418
3,3403,397
3,0882,782
2,7232,685
2,5352,503
2,550

15～19歳
3,3493,365
4,0034,659
4,0013,503
3,1353,037
3,1572,930
2,7552,639
2,5462,404
2,373

20～24歳
3,6803,572
3,4593,902
4,7274,389
3,5122,826
2,8843,070
2,9392,851
2,5672,474
2,335

25～29歳
4,5514,186
4,0603,821
4,8455,714
4,9584,169
3,4223,323
3,4333,507
3,2642,955
2,847

30～34歳
4,1965,059
4,3353,873
4,0904,863
5,5234,631
4,0243,341
3,2863,249
3,4283,191
2,889

35～39歳
3,7304,457
5,1994,256
4,0064,272
4,8855,230
4,4893,930
3,5313,265
3,1763,352
3,120

40～44歳
3,7143,904
4,5495,170
4,4184,156
4,2084,877
5,1964,457
4,1253,904
3,2453,156
3,331

45～49歳
3,7343,814
3,8534,449
5,2264,529
3,9914,166
4,8285,144
4,7064,414
3,8683,215
3,128

50～54歳
3,1493,789
3,7393,812
4,4965,206
4,4283,901
4,0914,748
4,9365,061
4,3433,807
3,166

55～59歳
2,6053,192
3,7443,722
3,8124,463
5,1194,345
3,8164,005
4,3944,653
4,9614,258
3,734

60～64歳
2,4362,533
3,0993,670
3,6963,852
4,3894,979
4,2063,700
3,8133,888
4,5214,823
4,139

65～69歳
2,0092,279
2,3863,000
3,5283,628
3,7154,227
4,8054,062
3,7713,577
3,7614,378
4,672

70～74歳
1,4721,815
2,0572,199
2,8363,345
3,4233,533
4,0164,581
4,1563,874
3,4163,595
4,189

75～79歳
9261,164
1,4871,750
1,9372,579
3,0213,096
3,2093,671
3,9984,217
3,5693,155
3,328

80～84歳
453618
8141,101
1,3261,645
2,1612,573
2,6722,788
3,0433,213
3,7343,164
2,810

85歳～
201297
436620
9451,416
1,8252,564
3,3433,886
4,1514,324
4,9415,795
5,927

総人口指数
0.770.85
0.890.91
0.951.00
1.011.00
0.990.97
0.960.95
0.930.91
0.89

年少人口1
2,08313,373
13,10911,38
710,3461
0,18710,053
9,4698,708
8,1437,973
7,8607,728
7,8128,012

生産年齢人口35
,14437,871
40,04041,33
443,3174
4,94744,148
42,16140,11
338,6483
7,91837,431
35,91933,63
531,062

老年人口
5,0616,173
7,1808,670
10,57212,61
314,1451
5,99318,045
18,98819,11
919,2051
9,42120,087
20,926

75歳以上人口1
,5802,079
2,7373,471
4,2085,640
7,0078,233
9,22410,345
11,19211,75
412,2441
2,11412,065

年少人口割合（％）
23.1%23.3%
21.7%18.5%
16.1%15.0%
14.7%14.0%
13.0%12.4%
12.3%12.2%
12.2%12.7%
13.3%

生産年齢人口割合（％）6
7.2%66.0%
66.4%67.3%
67.4%66.3%
64.6%62.3%
60.0%58.7%
58.3%58.0%
57.0%54.7%
51.8%

老年人口割合（％）
9.7%10.8%
11.9%14.1%
16.5%18.6%
20.7%23.7%
27.0%28.9%
29.4%29.8%
30.8%32.6%
34.9%

75歳以上人口割合（％）
3.0%3.6%
4.5%5.7%
6.6%8.3%
10.3%12.2%
13.8%15.7%
17.2%18.2%
19.4%19.7%
20.1%

人
口

推
移

と
将
来

展
望

人
口

（人）
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確かな暮らし 未来につなぐ田園都市

編集 塩尻市協働企画部企画課参考資料：統計からみた塩尻市のすがた、統計しおじり


